
1  

AMP 157 内部塗装と内張（2023年版） 

 

プログラム概要 

この AMPは、範囲内の配管、配管部品、熱交換器、タンクの内部塗装を管理する。内部塗装

／内張の適切な保全は、対象範囲内の部品の意図された全ての機能を確実に満たすために不可

欠である。塗装／内張の劣化は、部品母材の材料損失や亀裂につながる可能性がある。また、

塗装／内張の劣化は、そこから発生する破片に起因する流量の減少、圧力の低下、熱伝達の低

下などの下流への影響にもつながる可能性がある。このプログラムは、閉鎖型サイクル冷却水 

(CCCW)、原水、処理水、ホウ酸処理水、廃水、空気、結露、燃料油、潤滑油に曝される内部

塗装／内張の定期的な目視検査からなる。塗装／内張表面の目視検査により、欠陥や劣化があ

ると判断された場合は、可能な限り物理的試験を実施する。電力研究所 (EPRI) Report 

1019157[1] “Guideline on Nuclear Safety Related Coatings” は、塗装の有効性の維持と定期的な評

価に関する情報を提供している。米国コンクリート協会 (ACI) Standard 201.1R 08[2] “ Guide for 

Conducting a Visual Inspection of Concrete in Service” は、コンクリート検査のガイドラインを提

供している。 

 

評価と技術的根拠 

1. 劣化の理解に基づく経年劣化管理プログラムの範囲： 

この AMPは、CCCW、原水、処理水、ホウ酸処理水、廃水、空気、結露、燃料油、潤滑油に

曝される対象部品の内部塗装を管理する。本 AMPの適用範囲に含まれる部品は、配管、配管

部品、熱交換器及びタンクである。これらの部品は、塗装／内張の損失または健全性の劣化に

より、部品の意図された機能または下流の部品の意図された機能の十分な達成を妨げる可能性

がある。防火水槽の内部塗装／内張に関連する経年劣化は、AMP131 によって管理されてい

る。適格な耐用年数を有する塗装／内張は、耐用年数が終了する前に交換され、状態監視によ

る耐用年数の延長は考慮されていない。 

塗装／内張は、対象範囲内の部品に不可欠な部分である。SSG-48[3]及び 10 CFR 54.4(a)[4]のよ

うな対象基準を満たすかどうかを判断する際、対象内部品の内部塗装／内張は、独立した部品

として見なされない。塗装／内張が対象範囲内の意図された機能を有するかどうかは重要では

ない。なぜなら、その部品が対象範囲内であるかどうかを決定するのは、その部品の意図され

た機能であり、従って、その部品に一体化した塗装／内張の経年劣化の影響は、その部品及び

下流の部品の意図された機能に対する潜在的な影響について評価されるからである。 

このプログラムによって効果的に管理されている内部塗装／内張された表面を持つ部品の場

合、材料損失と亀裂の経年劣化の影響は、別のプログラムによって管理する必要はない。この

プログラムが効果的でない場合は、AMP120や AMP135などの他のプログラムを用いて、塗装

／内張表面で防止できない経年劣化を管理する。 

 

2. 経年劣化を最小限に抑え、管理するための予防措置： 

このプログラムは状態監視プログラムであり、予防措置は含まれていない。しかし、材料損失

を最小化するために塗装を使用しているプラントにとって、このプログラムは、塗装の効果的
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な管理を確実にするための予防措置である。 

 

3. 経年劣化の検出： 

内部目視検査は、許容基準を満たさない塗装／内張を特定するためのものである。塗装／内張

の健全性に問題があることを示す兆候には、以下のようなものがある。 

- ブリスター：塗装／内張に気泡が生じること 

- 亀裂：塗装／内張が破れ、下地面まで達すること 

- 薄片剥離 (フレーキング)：塗装／内張の一部が下地から、または以前に塗布された層から

剥離すること 

- 剥離 (ピーリング)：下地から塗装／内張の 1つまたは複数の層が剥離すること 

- 層間剥離：1つの塗装や層、または下地から他の塗装や層が剥離すること 

- 腐食による体積膨張：塗布された塗装／内張の下、または塗装／内張を通して発生する

下地の錆／腐食のこと 

- 剥落：コンクリート部材から剥離した、通常は薄片状の破片のこと 

物理的試験は、塗装／内張の潜在的な劣化の程度を特定するために使用される。 

このプログラムによって管理される物理的損傷は、経年劣化に関連した機械的方法による塗装

／内張の除去または厚みの減少からなり、例えば、キャビテーションやエロージョンの結果と

して絞り弁の下流で発生する可能性のある損傷などである。足場の設置やフランジ付き継手の

組立・分解など、経年劣化に関連しない事象に起因する物理的損傷は、本 AMPでは扱わな

い。 

ベースラインの塗装／内張検査は、長期運転期間前の 10年間に実施される。その後の検査

は、塗装／内張の不具合が部品の意図された機能に及ぼす影響、以前の検査で特定された潜在

的な問題、及び既知の耐用年数の履歴の評価に基づいて行われる。後続の検査間隔は、

Regulatory Guide (RG) 1.54[5]のような、プラントの関連する管理統制要件又はガイダンス文書

で規定された基準に準拠して、資格を有する塗装の専門家によって設定される。参考文献[6]

で規定されているような最大検査間隔は、経年劣化の影響が適切な時間枠内に検出されること

を確実にするために設定される。 

ベースラインの検査及び定期検査の範囲もまた、塗装／内張の欠陥が対象となる部品の意図さ

れた機能に及ぼす影響の評価、以前の検査で確認された潜在的な問題、及び既知の耐用年数の

履歴に基づいている。検査の範囲は、塗装／内張の材質と環境の組み合わせによって決定され

る。基本的な検査と定期検査の範囲は、部品が意図する機能が損なわれる前に、経年劣化の影

響が確実に検出されるように設定される。参考文献[6]で規定されているような最小限の検査

項目が設定される。塗装／内張の環境には、部品内部の環境と塗装／内張が取り付けられてい

る金属の環境が含まれる。検査位置は、劣化のしやすさと故障の影響に基づいて選択される。 

インターロック面 (フランジ面など) の間に挟まれた塗装／内張面は、内部塗装／内張の検査

やその他の理由でアクセスできるように継手部が分解されていない限り、検査する必要はな

い。小さなパイプライン、熱交換器、その他の機器など、直接検査に容易にアクセスできない

領域については、遠隔またはロボット検査ツールの使用が検討される。 
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さらに、対象部品の塗装や内張が健全性の損なわれたとしても、流量の減少、圧力の低下、熱

伝導の低下といった下流への影響が検査対象機器に及ばない場合は、長期運転期間の 10年前

から 10年ごとに代表的なサンプルの外壁厚測定を実施することができる。肉厚測定の目的

は、塗装／内張の目視検査の代わりに、母材の腐食速度の許容性を確認することである。 

塗装／内張の検査と劣化状態の評価に携わる個人の訓練と有資格化は、当該プラントの関連す

る管理統制要件またはガイダンス文書に準拠して実施される。 

 

4. 経年劣化の傾向の監視と分析： 

塗装の専門家は、以下を含む検査後の報告書を作成する： (i) 劣化が見られるすべての箇所と

その位置のリスト、(ii) 優先順位をつけた修理箇所のリストで、システムを使用可能に戻す前

にどの箇所を修理しなければならないかを示したもの。可能な限り、検査箇所に対応する写真

を文書化に使用する。検査を実施する前に、過去 2回分の検査報告書が利用可能ならば、その

レビューが実施される (ある特定の塗装／内張箇所のベースライン検査とその後の最初の検査

については、2組の検査結果をレビューできない場合がある)。このレビューには、前回の検査

の観察／結果、及び関連する補修活動が含まれる。母材の腐食が部品の塗装／内張の劣化に関

連する唯一の問題であり、塗装／内張の内部目視検査の代わりに外壁の肉厚測定が使用される

場合、母材の腐食速度が傾向分析される。 

 

5. 経年劣化の緩和： 

このプログラムは状態監視プログラムであり、緩和措置は含まれていない。 

 

6. 許容基準： 

許容基準は、プラントに関連する管理要求事項またはガイダンス文書によって提供される。許

容基準の例は、参考文献[6]に示されている。 

 

7. 是正措置： 

許容基準を満たさない結果は、品質保証 (QA) プログラムの特定の部分、例えば 10 CFR Part 

50, Appendix B[7]の下で是正措置プログラムによって対処される。許容基準を満たさない塗装

／内張は、プラントに関連する管理統制規格・事項又はガイダンス文書に準拠して、修理、交

換、または除去される。修理または交換された塗装／内張の健全性を保証するために、物理的

試験または検査が実施される。塗装／内張が修理または交換された場所に隣接する塗装／内張

の健全性を保証するためにも、物理的試験又は検査が実施される。 

塗装／内張が腐食防止に用いられている場合 (例えば、設計計算における腐食許容量がゼロで

ある場合、または AMP の “予防措置” プログラム要素において、塗装／内張が経年劣化の防止

に使用されている場合)、母材が露出している場合、またはブリスターの下にある場合、劣化

した塗装／内張の近傍の部品の母材が検査され、最小肉厚を満たしているかどうか、また次の

検査まで満たされるかどうか、これらが判断される。 
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8. 運転経験のフィードバックと研究開発結果のフィードバック： 

本 AMPは業界全体における一般的な経験を対象としている。プラント特有の関連運転経験は、

プラント AMPがプラントに適切であることを確実にするために、プラント AMPの策定におい

て考慮される。プラントはフィードバックプロセスを実施し、プラント及び業界全体の運転経

験と研究開発 (R&D) 結果を定期的に評価し、必要に応じてプラント AMPを修正するか、また

は追加の措置 (例えば、新たなプラント特有の AMPを策定する) を講じ、経年劣化管理の継続

的な有効性を確保する。 

複数のプラントが、内部塗装の劣化により、様々なシステムの流量低下を経験している[8]。

流量低下は、塗装／内張の破片が下流に蓄積し、シス テムを詰まらせた結果である。 

複数のプラントが、腐食による材料損失をもたらす内部塗装の劣化を経験している[8-13]。こ

れらの発生の多くは、乱流やキャビテーションなどの物理的損傷 [14,17]に関連している。 

格納容器内の塗装の劣化と、それに起因する水溜まり濾過器の詰まりに関する業界の経験は、

参考文献[18-21]に記載されている。 

この AMPが作成された時点では、関連する研究開発は確認されていない。 

 

9. 品質管理： 

SSG-48に沿って[3]、IGALL安全報告書の 4.9項では、(a) 管理統制、(b) 安全分析報告書の補

足、(c) パフォーマンス指標、(d) 確認 (検証) プロセス、(e) データ収集と記録保持、これらの

観点からこの属性に期待される内容に関する一般的な情報を提供している[22]。また、SRS 

No.106 の第 2 章には経年劣化管理のためのデータ収集と記録保存に関するグッドプラクティ

スが記載されている[25]。 

本 AMPに関する追加的な具体的情報はない。 
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